
納
税
相
談
窓
口
を
土
曜
日
に

開
設
し
ま
す

▽
日
時　
12
月
３
日（
土
）午
前

９
時
～
午
後
４
時
。

▽
場
所　
納
税
課
（
市
役
所
２

階
Ｃ
10
窓
口
）、
保
険
年
金
課

（
市
役
所
１
階
Ａ
15
窓
口
）。

▽
持
ち
物　
家
庭
の
経
済
状
況

や
収
支
関
係
が
分
か
る
書
類
な

ど
。

問
納
税
課
☎（
632
）２
２
２
６
、

保
険
年
金
課
☎（
632
）２
３
２
４

市
税
の
納
付
は
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
口
座
振
替
は
、
納
期
限
日
に

指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動

で
振
り
替
え
る
た
め
、
納
め
忘

れ
る
心
配
が
な
く
、
大
変
便
利

で
す
。
納
め
忘
れ
る
と
延
滞
金

が
発
生
す
る
他
、
滞
納
処
分
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く
必
要

が
な
い
の
で
、
忙
し
い
人
や
納

付
に
出
向
く
の
が
難
し
い
人
に

お
勧
め
で
す
。

▽
申
込　

通
帳
・
通
帳
印
・
納

税
通
知
書
を
お
持
ち
の
上
、
本

市
に
本
・
支
店
が
あ
る
金
融
機

関
の
窓
口
、ま
た
は
納
税
課（
市

役
所
２
階
）・
各
・
・
に

置
い
て
あ
る
口
座
振
替
依
頼
書

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
納
税
課
・
保
険
年
金

課
（
市
役
所
１
階
）
の
窓
口
で

は
、
足
利
銀
行
他
６
金
融
機
関

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
簡
単

に
口
座
振
替
の
手
続
き
が
で
き

る
「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付

サ
ー
ビ
ス
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
納
税
課
☎（
632
）２

１
８
９
、保
険
年
金
課
☎（
632
）

２
３
２
４
へ

償
却
資
産
の
所
有
状
況
照
会
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
平
成
29
年
度
の
償
却
資
産
申

告
書
を
発
送
す
る
に
当
た
り
、

11
月
中
旬
に
対
象
者
へ
通
知
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

▽
内
容　
償
却
資
産
の
新
規
取

得
状
況
な
ど
に
つ
い
て
の
照
会
。

▽
対
象　
平
成
28
年
度
の
課
税

標
準
額
が
100
万
円
未
満
、
ま
た

は
償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
な

い
事
業
者
。

▽
回
答
期
限　
12
月
８
日
。

▽
そ
の
他　
詳
し
く
は
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
、資
産
税
課（
市

役
所
２
階
）
☎（
632
）２
２
５
９

へ
。特

別
徴
収
義
務
者
の
皆
さ
ん
へ

退
職
な
ど
に
伴
う
個
人

市
民
税
・
県
民
税
の
一
括
徴
収

　

特
別
徴
収
に
よ
る
個
人
市

民
税
・
県
民
税
の
納
税
義
務

者
（
従
業
員
）
が
１
月
１
日
か

ら
４
月
30
日
ま
で
の
間
に
、
退

職
、
休
職
な
ど
に
よ
り
、
給
与

の
支
払
い
を
受
け
な
く
な
っ
た

場
合
は
、
本
人
の
申
し
出
に
関

わ
ら
ず
、
未
徴
収
の
税
額
を
給

与
ま
た
は
退
職
手
当
な
ど
か
ら

一
括
し
て
徴
収
す
る
こ
と
が
法

令
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
当
該
納
税
義

務
者
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
給

与
ま
た
は
退
職
手
当
な
ど
で
税

額
を
超
え
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

問
市
民
税
課
☎（
632
）２
２
２
１

源
泉
徴
収
義
務
者
に
対
す
る

年
末
調
整
説
明
会

▽
期
日
・
会
場　
11
月
24
日（
木
）

＝
県
教
育
会
館
（
駒
生
１
丁

目
）。
11
月
25
日（
金
）＝
河
内

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー（
白
沢
町
）。

▽
時
間　
午
前
10
時
30
分
～
午

後
０
時
30
分
、
午
後
２
時
～
４

時
の
各
２
回
。

▽
そ
の
他　
「
年
末
調
整
の
し

か
た
」
と
「
給
与
所
得
の
源
泉

徴
収
票
等
の
法
定
調
書
の
作
成

と
提
出
の
手
引
」
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
年
末
調
整
関
係
用
紙

の
不
足
が
あ
る
場
合
は
、
会
場

ま
た
は
税
務
署
で
お
受
け
取
り

く
だ
さ
い
。
な
お
、
な
る
べ
く

公
共
交
通
機
関
な
ど
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問
宇
都
宮
税
務
署
☎（
621
）２
１

５
１
、
市
民
税
課
☎（
632
）２
２

１
７平

成
29
年
度
の

給
与
支
払
報
告
書
提
出

　
平
成
29
年
度（
平
成
28
年
分
）

の
給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

期
限
は
平
成
29
年
１
月
31
日

（
火
）で
す
。
な
お
、前
々
年
（
平

成
27
年
）
に
１
０
０
０
枚
以
上

の
源
泉
徴
収
票
を
税
務
署
へ
提

出
し
た
事
業
者
は
、
エ
ル
タ
ッ

ク
ス
（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
）
ま
た
は
光
デ
ィ
ス
ク
な

ど
に
よ
る
電
子
デ
ー
タ
で
の

提
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
事

業
者
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
よ

る
提
出
の
受
け
付
け
を
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
エ
ル
タ
ッ

ク
ス

http

：//www.eltax.
jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。ま
た
、

市
へ
の
給
与
支
払
報
告
書（
個

人
別
明
細
書
）の
提
出
は
、１
人

に
付
き
１
枚
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
民
税
課
☎（
632
）２
２
１
７

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

送
付
用
封
筒
に
広
告
を
募
集

▽
掲
出
場
所　
観
光
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
送
付
用
角
２
封
筒
裏
面
。

▽
募
集
枠　
６
枠
。

▽
規
格　
縦
70
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

×
横
90
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
。

▽
使
用
枚
数　
３
０
０
０
枚
。

▽
最
低
入
札
価
格
（
税
込
） 

１

枠
１
万
５
０
０
０
円
。

▽
申
込　
観
光
交
流
課
（
市
役

所
７
階
）
に
置
い
て
あ
る
申
込

書
（
市
か
ら
も
取
り
出
し
可
）

に
必
要
事
項
を
書
き
、見
積
書
、

広
告
の
原
稿
、
会
社
概
要
（
法

人
の
場
合
）
を
添
え
て
、
11
月

30
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
直
接

ま
た
は
郵
送
（
簡
易
書
留
）
で
、

〒
320‐8540
市
役
所
観
光
交
流
課

☎（
632
）２
４
３
７
へ
。

税

産
　
業

◎宇都宮准看護高等専修学校生徒募集　▽試験日　11 月 29 日（火）▽試験会場　宇都宮准看護高等専修学
校（竹林町）▽試験内容　学科試験（国語・一般教養）・作文・面接▽対象　中学校を卒業した（卒業見込
みを含む）、またはこれと同等以上の学力があると認められる、心身ともに健康で勉学意欲のある人▽申込
期間　11 月 14 ～ 25 日▽合格発表　12 月 14 日午前９時▽その他　申し込み方法など、詳しくは、保健
所総務課☎（626）1102、宇都宮准看護高等専修学校☎（625）2216 へ。

税
・産
業・雇
用

29



平
成
29
・
30
年
度
の

入
札
参
加
資
格
申
請
を

受
け
付
け
ま
す

▽
対
象　
平
成
29
・
30
年
度
に
、

①
「
建
設
工
事
」
②
「
建
設
関

連
業
務
委
託
（
コ
ン
サ
ル
）」
の

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
人
。

▽
申
込　
契
約
課
（
市
役
所
５

階
）
に
置
い
て
あ
る
申
請
書
様

式
（
市
か
ら
も
取
り
出
し
可
）

に
必
要
事
項
を
書
き
、
関
係
書

類
を
添
え
て
、
①
12
月
１
～
28

日
（
消
印
有
効
）
②
12
月
１
～

14
日（
消
印
有
効
）に
、郵
送（
書

留
ま
た
は
簡
易
書
留
）
で
、
〒

320‐8540
市
役
所
契
約
課
☎（
632
）

２
１
７
９
へ
。

納
税
通
知
書

送
付
用
封
筒
に

広
告
を
募
集

▽
掲
載
場
所　
①
固
定
資
産
税

②
軽
自
動
車
税
③
市
・
県
民
税

納
税
通
知
書
送
付
用
封
筒
の
裏

面
。

▽
募
集
枠　
各
１
枠
。

▽
規
格　
①
③
縦
70
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
×
横
170
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
②

縦
65
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
×
横
140
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
。

▽
送
付
部
数　
①
約
19
万
通
②

約
10
万
通
③
約
８
万
通
。

▽
最
低
入
札
価
格
（
税
抜
）

①
19
万
円
②
10
万
円
③
24
万

円
。
③
は
、
３
カ
年
契
約
に
よ

る
固
定
価
格
で
す
。

▽
申
込　
税
制
課
（
市
役
所
２

階
）、
各
・
・
に
置
い
て

あ
る
申
込
用
紙
（
市
か
ら
も

取
り
出
し
可
）
に
必
要
事
項
を

書
き
、
見
積
書
・
応
募
者
の
組

織
概
要
を
添
え
て
、
11
月
30
日

（
必
着
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た

は
郵
送
（
書
留
・
簡
易
書
留
）

で
、
〒
320‐8540
市
役
所
税
制
課

☎（
632
）２
２
０
４
へ
。

企
業
名
な
ど
を
掲
載
し
た

学
校
用
物
品
の
寄
付
を
募
集

学
校
応
援
制
度

　
学
校
応
援
制
度
は
、
企
業
の

皆
さ
ん
に
教
育
へ
参
加
し
て
も

ら
う
こ
と
で
学
校
応
援
の
輪
を

拡
大
し
、
地
域
資
源
を
教
育
へ

投
資
す
る
こ
と
で
持
続
可
能
な

教
育
の
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
物
品　
①
角
形
２
号
封

筒
②
長
形
３
号
封
筒
③
Ａ
４
用

紙
な
ど
。

▽
寄
付
希
望
枚
数　
①
２
５
０

０
枚
以
上
②
１
万
枚
以
上
③

５
万
枚
以
上
。

▽
申
込　
教
育
企
画
課
（
市
役

所
13
階
）
に
置
い
て
あ
る
寄
付

物
品
申
込
書
と
企
業
名
等
掲
載

物
品
仕
様
書
（
市
か
ら
も
取

り
出
し
可
）
に
必
要
事
項
を
書

き
、
物
品
見
本
を
添
え
て
、
直

接
ま
た
は
送
付
で
、
〒
320‐8540

市
役
所
教
育
企
画
課
へ
。

▽
そ
の
他　
募
集
物
品
な
ど
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
教
育
企

画
課
☎（
632
）２
７
０
５
へ
。

新
年
賀
詞
交
歓
会
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

▽
日
時　
平
成
29
年
１
月
４
日

（
水
）午
前
11
時
～
。

▽
会
場　
ホ
テ
ル
東
日
本
宇
都

宮
（
上
大
曽
町
）。

▽
費
用　
２
０
０
０
円（
会
費
）。

▽
申
込　

12
月
５
日
ま
で
に
、

会
費
を
添
え
て
、
直
接
、
産
業

政
策
課
（
市
役
所
７
階
）
☎

（
632
）２
４
４
３
、
ま
た
は
宇
都

宮
商
工
会
議
所（
中
央
３
丁
目
）

☎（
637
）３
１
３
１
、
う
つ
の
み

や
市
商
工
会
（
中
岡
本
町
）
☎

（
673
）１
８
３
０
へ
。

Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン

起
業
促
進
補
助
金

▽
内
容　
法
人
設
立
に
関
す
る

経
費
や
事
業
拠
点
・
生
活
拠
点

確
保
に
関
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
。

▽
対
象　
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｊ
タ
ー

ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
に
よ
り
、
本
市

で
新
た
に
起
業
す
る
人
。

▽
そ
の
他　
申
し
込
み
方
法
な

ど
、
詳
し
く
は
、
産
業
政
策
課

☎（
632
）２
４
４
３
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

き
ら
り
大
賞

男
女
共
同
参
画
推
進

事
業
者
募
集

▽
対
象　
次
の
①
～
④
の
よ
う

な
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

努
め
、
特
長
の
あ
る
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
、
市
内
に
事

務
所
ま
た
は
事
業
所
を
有
す
る

事
業
者
。
①
性
別
に
と
ら
わ
れ

な
い
能
力
活
用
や
女
性
の
職
域

拡
大
の
た
め
の
積
極
的
な
取
り

組
み
②
仕
事
と
家
庭
生
活
、
そ

の
他
の
活
動
と
の
両
立
を
支
援

す
る
た
め
の
積
極
的
な
取
り
組

み
③
男
女
が
共
に
働
き
や
す

い
、
職
場
の
環
境
づ
く
り
を
推

進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
④
そ

の
他
、
男
女
が
共
に
参
画
で
き

る
社
会
づ
く
り
へ
の
積
極
的
な

取
り
組
み
。

▽
申
込　

男
女
共
同
参
画
課

（
市
役
所
２
階
）
に
置
い
て
あ

る
応
募
用
紙
（
市
か
ら
も
取

り
出
し
可
）
に
必
要
事
項
を
書

き
、11
月
30
日（
必
着
）ま
で
に
、

直
接
ま
た
は
送
付
で
、
〒
320‐

8540
市
役
所
男
女
共
同
参
画
課
へ
。

▽
そ
の
他　
平
成
27
年
度
は
、

カ
ナ
メ
、
宇
都
宮
大
学
、
ハ
ヤ

ブ
サ
ド
ッ
ト
コ
ム
、ア
ラ
マ
キ
、

ス
キ
ッ
ト
、
大
門
福
祉
会
今
泉

保
育
園
が
受
賞
。「
き
ら
り
大

賞
」
受
賞
事
業
者
の
取
り
組
み

は
、
市
・
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で

紹
介
し
ま
す
。

問
男
女
共
同
参
画
課
☎（
632
）

２
３
４
３

夜
間
休
日
救
急
診
療
所
の

臨
時
職
員
募
集

▽
勤
務
期
間　
平
成
29
年
４
月

１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日
。

▽
勤
務
時
間　
昼
間
＝
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
（
日

曜
日
・
祝
休
日
の
み
、
月
１
・

２
回
程
度
）、
準
夜
間
＝
午
後

７
時
～
午
前
０
時
ま
た
は
０
時

30
分
（
週
１
回
程
度
）。

▽
勤
務
場
所　
夜
間
休
日
救
急

診
療
所
。

▽
職
務
内
容　
①
看
護
師
・
歯

科
衛
生
士
＝
診
察
・
診
療
補
助

②
事
務
員
＝
受
け
付
け
・
会
計
・

診
療
報
酬
請
求
事
務
。

▽
応
募
資
格　
昼
間
・
準
夜
間

産
　
業

◎自衛官候補生（男子）追加・高等工科学校生徒を募集　▽募集種目　①自衛官候補生（男子）、高等工
科学校生徒（②推薦③一般）▽応募資格　男子で、① 18 ～ 26 歳②③中卒（見込み含む）～ 16 歳。推
薦は中学校長の推薦などが別途必要▽受付申込期限　① 11 月 30 日② 12 月 2 日③平成 29 年 1 月 6 日
▽その他　試験日など詳しくは、自衛隊栃木地方協力本部宇都宮分室☎（638）1922、市民課☎（632）
2263 へ。

雇
　
用
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勤
務
可
能
な
①
正
看
護
師
・
歯

科
衛
生
士
（
要
実
務
経
験
）
②

医
療
事
務
経
験
者
。

▽
採
用
人
数　
各
若
干
名
。

▽
報
酬（
１
回
）　
昼
間
＝
１
万

５
２
０
０
円
、
準
夜
間
＝
１
万

１
６
０
０
円
ま
た
は
１
万
３
２

０
０
円
（
勤
務
時
間
に
よ
り
異

な
る
）。

▽
申
込　

11
月
30
日
（
必
着
）

ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
、
履
歴
書
を
添
え
て
、
直
接

ま
た
は
送
付
で
、
〒
321‐0974
竹

林
町
968
、
夜
間
休
日
救
急
診
療

所
☎（
625
）２
２
１
１
へ
。

問
保
健
所
総
務
課
☎（
626
）１
１

０
２求

職
中
の
皆
さ
ん
を

応
援
し
ま
す

1
求
職
者
の
た
め
の
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時
・
内
容　

11
月
28
日
午

前
10
時
～
正
午
（
１
時
限
目
）

=

企
業
の
求
め
る
人
物
像
、
11

月
28
日
午
後
１
時
～
３
時
（
２

時
限
目
）=

応
募
書
類
の
書
き

方
、
11
月
29
日
午
前
10
時
～
正

午
（
３
時
限
目
）=

コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
11
月
29
日
午
後

１
時
～
４
時
（
４
時
限
目
）=

面
接
対
策
。

▽
そ
の
他　
複
数
時
限
に
申
し

込
み
可
。

2
中
高
年
齢
者
の
た
め
の
再
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

▽
日
時　
11
月
15
日（
火
）午
前

10
時
～
午
後
４
時
。

▽
内
容　
職
業
経
験
の
整
理
と

生
か
し
方
、
企
業
が
再
就
職
者

に
求
め
る
人
材
像
、
職
業
経
験

を
生
か
し
た
応
募
書
類
の
書
き

方
、
面
接
指
導
な
ど
。

■
会
場　
中
央
（
中
央
１
丁

目
）。

■
対
象　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
。
①
市
内
に
在
住
か

通
勤
し
て
い
る
②
市
内
に
就
職

を
希
望
す
る
。
2
は
お
お
む
ね

45
歳
以
上
の
人
。

■
定
員　
各
先
着
10
人
。

■
申
込　
電
話
ま
た
は
は
が
き

・
フ
ァ
ク
ス
（
講
座
名
・
郵
便

番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
・
年
齢
・
1
は
出
席
希
望
時

限
を
明
記
）
で
、
〒
320‐8540
市
役

所
商
工
振
興
課
☎（
632
）２
４

４
６
、
（
632
）５
４
２
０
へ
。

雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
の

第
二
期
生
参
加
者
募
集

1
若
年
者
雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
事

業▽
期
間　
12
月
１
日
か
ら
約
３

カ
月
（
就
職
決
定
ま
で
）。

▽
内
容　
資
格
取
得
の
た
め
の

講
座
（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
オ
フ

ィ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト　
エ
ク

セ
ル
２
０
１
０
）、
就
職
活
動

に
必
要
な
知
識
習
得
の
た
め
の

研
修
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
応

募
書
類
の
作
成
・
面
接
対
策
な

ど
）、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
、
就
業
体
験
、
企
業
と
の

雇
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
（
就
職
の

あ
っ
せ
ん
）。

▽
対
象　
市
内
在
住
で
、
正
規

雇
用
を
目
指
す
45
歳
未
満
の
人
。

▽
定
員　
抽
選
10
人
。

▽
そ
の
他　
資
格
取
得
に
必
要

な
試
験
料
は
自
己
負
担
。

2
女
性
再
就
職
マ
ッ
チ
ン
グ
事

業▽
期
間　
12
月
６
日
か
ら
約
１

カ
月
（
再
就
職
決
定
ま
で
）。

▽
内
容　
再
就
職
に
必
要
な
知

識
や
ス
キ
ル
習
得
の
た
め
の
講

座
（
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
・
パ
ソ

コ
ン
基
礎
・
接
客
研
修
な
ど
）、

職
場
体
験
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
、
企
業
と
の
雇
用
の

マ
ッ
チ
ン
グ
（
再
就
職
の
あ
っ

せ
ん
）。

▽
対
象　
市
内
在
住
で
、
再
就

職
を
希
望
す
る
女
性
。
託
児
あ

り
（
要
予
約
）。

▽
定
員　
抽
選
15
人
。

■
会
場　
1
シ
ー
デ
ー
ピ
ー
ジ

ャ
パ
ン
（
峰
２
丁
目
）
2
と
ち

ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
野
沢
町
）。

■
選
考　
書
類
選
考
・
面
接
。

■
申
込　
1
11
月
24
日
ま
で
に
、

電
話
で
、
シ
ー
デ
ー
ピ
ー
ジ
ャ

パ
ン
☎
０
１
２
０（
734
）５
１
５

2
11
月
25
日
ま
で
に
、電
話
で
、

テ
ン
プ
ス
タ
ッ
フ
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
☎（
610
）１
５

８
８
へ
。

問
商
工
振
興
課
☎（
632
）２
４
４

６

◎宇都宮共同高等産業技術学校　平成 29年度訓練生募集　▽募集期間　平成 29 年 3 月 18 日までの毎
週火～土曜日（午前 10 時～午後４時受け付け）▽対象　各科に関連する事業所などに勤務または就職を
予定している人など▽募集人数・訓練期間　木造建築科＝ 5 人、3 年。建築設計科 =10 人、2 年。広告
美術科＝ 10 人、2 年。畳科＝ 10 人、2 年▽その他　申し込み方法など、詳しくは、宇都宮共同高等産
業技術学校☎（622）1271 へ。問商工振興課☎（632）2446

中小企業の事業主の皆さんへ
雇用に関する助成制度をご利用ください
種類 条　件 対　　　象 助成額

就
職
困
難
者
雇
用
奨
励
金

新たに失
業者など
を雇い入
れた

既卒 3年以内または、
雇用時に満40歳以上で
あり、事業主の都合に
より離職した人または、
過去１年以上就労して
いなかった人を正規雇
用して、6カ月以上雇用
が継続している

雇用した労働者 1
人当たり 15 万円。
なお、「既卒 3 年以
内の人」について
は、1 年間継続雇
用した場合10 万円
を追加交付

若年者や
中高年者
などを試
行雇用の
後に雇い
入れた

国の「トライアル雇用
奨励金」の支給決定を
受け、試行雇用後に正
規雇用に移行し、6 カ
月以上雇用が継続して
いる

国の奨励金の 2 分
の 1 の額

高年齢者
や障がい
者、ひと
り親など
就職が困
難な人を
雇い入れ
た

国の「特定求職者雇用
開発助成金（特定就職
困難者雇用開発助成金
または高年齢者雇用開
発特別奨励金）」の支
給決定を受け、雇用し
た労働者の雇用が 6 カ
月以上継続している

雇用した労働者が
重度障がい者など
に該当する場合は
20 万円、それ以外
は 15 万円

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
加
入
促
進
補
助
金

中小企業退職金共済制度に新た
に加入した

事業所としての新
規加入から1 年間
に限り、毎月の掛
け金（１人当たり上
限 1 万円）の 20 パ
ーセントの額（上限
12 万円）

▽上記に記載されている以外の条件や、助成金・奨励金
などについて、詳しくは、市 をご覧になるか、商工振
興課（市役所 7 階）☎（632）2446 へお問い合わせください。

税
・産
業・雇
用
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